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平成 27 年 12 月期業績予想と実績との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社が平成 27 年２月 16 日に公表しました平成 27 年 12 月期（平成 27 年１月１日～平成 27 年 12 月 31 日）連

結業績予想値および個別業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

平成 27 年 12 月期通期連結業績予想数値と実績との差異（平成 27 年 1月 1日～平成 27 年 12 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 6,300 110 85 80 0.64

今回実績（Ｂ） 6,117 △47 △82 △151 △1.21

増減額（Ｂ－Ａ） △183 △157 △167 △230 ―

増減率（％） △2.9 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成 26 年 12 月期） 

6,172 △91 △238 △209 △1.84

 

平成 27 年 12 月期通期個別業績予想数値と実績との差異（平成 27 年 1月 1日～平成 27 年 12 月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 6,050 45 67 0.54

今回実績（Ｂ） 5,801 △118 △159 △1.28

増減額（Ｂ－Ａ） △249 △163 △226 ―

増減率（％） △4.3 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成 26 年 12 月期） 

5,656 △219 △148 △1.30

 

１．業績予想に差異が生じた理由 

文具事業の業績回復が計画通り行かなかったことにより、計画に対し、営業損益に 157 百万円の差異が

発生しました。また、直近では､ロボット事業の子会社（米国、タイ）において、販売手数料の増加 35 百

万円や社員増員などによる人件費の増加 22 百万円等を計上した結果、利益率が低下しております。 

売上高は前回発表予想を連結は 2.9％、個別は 4.3％下回ることとなり、利益面におきましては、特別損

失として 86 百万円の計上などあり、連結当期純利益が△151 百万円、個別当期純利益は△159 百万円とな

る見込みです。 

 

２．特別損失の計上 

文具事業において 3期連続の損失計上となったため、天応工場設備の減損損失 86 百万円を計上いたしま

した。 

 

以上 


